
夏
目
漱
石
が
「
自
己
本
位」

を
そ
の
根
本
信
条
と
し
た
こ
と
は、

広
く
知

ら
れ
て
い
る
。

彼
が
死
ん
だ
の
は
大
正
五
年
十
二
月
で
あ
る
か
ら、

こ
の

「
自
己
本
位」

即
ち
個
人
主
義
と
い
う
信
念
は
彼
の
公
的
生
涯
の
ほ
と
ん
ど

全
期
間
を
貰
く
根
本
思
想
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
個
人
主
義
は
漱
石

に
と
っ
て、

も
っ
と
も
重
要
な
思
想
原
理
で
も
あ
り、

ま
た
漱
石
の
血
肉
に

没
透
し
て
生
の
根
本
原
理
と
生
存
上
な
く
て
は
な
ら
ぬ
最
大
の
存
在
意
義
で

も
あ
っ
た
。

し
か
し、

漱
石
の
生
命
線
と
も
首
え
る
こ
の
個
人
主
義
に
は
実

は
強
烈
な
自
意
識
と
高
い
悩
教
的
倫
理
観
と
い
う
ど
う
し
て
も
解
決
の
出
来

な
い
巨
大
な
矛
盾
を
学
ん
で
い
る、

こ
の
個
人
主
義
の
思
想
原
理
は
漱
石
を

生
涯
に
渡
っ
て
苦
し
め、

つ
い
に
は
命
と
り
と
な
っ
た
病
患
と
自
分
の
破
滅

の
致
命
傷
で
も
あ
り、

又、

漱
石
の
悲
制
の
根
本
所
在
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

本
論
文
で
は、

漱
石
の
個
人
主
義
に
お
け
る
強
烈
な
自
意
識
と
高
い
僻
教
的

倫
理
観
と
い
う
矛
盾
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

右
の
論
を
考
察
し
た
い

と
思
う。

—
個
人
主
義
の
思
想
原
理

ーー—

漱
石
の
致
命
傷

・
ー'
,

こ
の
節
で
は
、

漱
石
に
お
け
る
強
烈
な
自
意
説
に
つ
い
て、

考
察
す
る
こ

と
に
す
る。

漱
石
は
「
私
の
個
人
主
義」

に
「
自
己
本
位」

に
つ
い
て、

次
の
よ
う
に

栢
っ
て
い
る
。

「
私
は
此
自
己
本
位
と
い
ふ
言
葉
を
自
分
の
手
に
掘
つ
て
か
ら
大
変

強
く
な
り
ま
し
た。
（
略）

今
迄
茫
然
と
自
失
し
て
ゐ
た
私
に、

此
所

に
立
つ
て、

こ
の
道
か
ら
斯
う
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
図
を
し

て
呉
れ
た
も
の
は、

実
に
此
自
己
本
位
の
四
字
な
の
で
あ
り
ま
す」

（「
漱
石
全
集」

悌
十
一

巻）

こ
の
漱
石
的
個
人
主
義
の
確
立
を
境
に
し
て、

漱
石
の
前
身
は
終
わ
り
を

つ
げ、

本
来
の
漱
石
の
足
取
り
が
始
ま
っ
た。

多
年
の
自
己
救
済
の
苦
洲
の

中
に
漸
く
自
己
を
救
え
る
道
を
見
つ
け
た
と
漱
石
が
思
う。

し
か
し、

ど
の

よ
う
に
こ
の
個
人
主
義
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
し
た
か
が、

漱
石
の
生
涯
を

通
し
て
の
苦
悩
に
消
ち
た
戦
い
を
特
徴
ず
け
て
い
る
。

そ
し
て、

漱
石
的
個

（
一
）

漱
石
の
個
人
主
義
に
お
け
る
強
烈
な
自
意
識

曹

雅

玲
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人
主
義
自
体
が
含
ん
で
い
る
矛
盾、

漱
石
に
お
け
る
自
意
識
と
偽
教
的
論
理

．

観
と
の
相
克
及
び
漱
石
の
中
に
あ
る
強
烈
な
自
意
識
と
そ
の
自
意
識
の
実
現

を
阻
ん
で
い
た
社
会
的
詐
条
件
と
の
矛
盾
が
ど
ち
ら
も
招
決
し
き
れ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
に、

漱
石
の
悲
劇
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
個
人
主
義
に
つ

い
て、

淑
石
は
こ
う
述
ぺ
て
い
る
。

「
第
一

に
自
己
の
個
性
の
発
展
を
仕
遂
げ
や
う
と
思
ふ
な
ら
ば、

同

時
に
他
人
の
侶
性
も
翔
狐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
事。

第
二
に

自
己
の
所
有
し
て
ゐ
る
権
力
を
使
用
し
や
う
と
思
ふ
な
ら
ば、

そ
れ
に

附
随
し
て
ゐ
る
義
務
と
い
ふ
も
の
を
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ

事。

第
三
に
自
己
の
金
力
を
示
さ
う
と
頻
ふ
な
ら、

そ
れ
に
伴
ふ
沢
任

を
重
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
事。
」
（
前
掲）

右
に
上
げ
た
漱
石
の
個
人
主
義
に
は
二
つ
の
要
紫
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。

第
一

は
「
個
性
の
発
展」

自
意
識
で
あ
る
。

第
二
は
「
他
人、

義
務、

賞

任」

で
あ
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
論
理
の
範
囲
に
辰
す
る
も
の
で
あ
り、

即

ち、

倫
理
主
義
で
あ
る
。

よ
く
留
意
す
れ
ば、

漱
石
の
個
人
主
義
を
組
み
立

て
て
い
る
甚
本
元
素
に
当
た
る
こ
の
二
つ
の
要
素
は
実
は
矛
店
の
正
反
対
の

二
つ
の
側
面
で
あ
る
。

漱
石
の
個
人
主
義
に
お
け
る
強
烈
な
自
意
織
と
常
に

自
己
の
言
行
を
良
心
に
よ
っ
て、

検
討
し
な
が
ら、

吟
味
反
省
す
る
嵩
い
佃

教
的
論
理
観
と
は
水
と
袖
の
よ
う
に
相
容
れ
な
い
ほ
ど
衝
突
の
激
し
い
、

解

決
で
き
な
い
矛
店
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

こ
の
節
で
は、

漱
石
の
OO
人
主

義
に
あ
る
強
烈
な
自
意
撤
を
考
察
し
て
み
る
。

漱
石
が
明
治
三
十
八
年
十
一

月
の
断
片
に、

次
の
よ
う
に、

自
我
の
非
厳

を
歌
い
上
げ
て
い
る
。

「
X
尽
大
千
批
界
の
う
ち
自
己
よ
り
店
き
も
の
な
し
。

x

自
を
腺
し
と
思
は
ぬ
も
の
は
奴
隷
な
り。

•
X
自
を
す
て
て
神
に
走
る
も
の
は
神
の
奴
媒
な
り。

神
の
奴
隷
た
る

よ
り
は
死
す
る
事
優
れ
り。

況
ん
や
他
の
殺
々
た
る
人
制
の
奴
隷
を

ゃ。

わ
れ
は
生
を
卒
く
。

生
を
享
く
と
は
わ
が
意
志
の
発
展
を
意
味
す
る
以

外
に
何
ら
の
価
飢
な
き
も
の
な
り・・・・・・
（
略）

全
世
界
の
窟
と
全
批

界
の
権
と
全
世
界
の
策
を
以
て
す
る
も、

わ
れ
を
曲
げ
理
る
の
理
あ

る
べ
か
ら
ず。
」
（
「
漱
石
全
集」

第
十
三
巻）

漱
石
が
右
に
述
ぺ
た
よ
う
に、

漱
石
の
こ
の
自
意
識
は
漱
石
の
観
念
に
お
い

て
は、

至
高
無
上
の
絶
対
的
な
も
の
で
あ
り、
「
わ
が
意
志
の
発
展」

は
生

に
お
け
る
最
高
価
侑
の
あ
る
も
の
で
あ
る
漱
石
は
「
行
人」

の
一

郎
に
よ
っ

て、

も
っ
と、

明
瞭
に
宜
酋
す
る、
「
神
は
自
己
だ
」
「
僕
は
絶
対
だ
」
「
自

己」

を
語
る
時
の
漱
石
に
と
っ
て
は、

生
の
す
ぺ
て
の
意
味
は
「
自
己」

ニ

文
字
に
あ
り、
「
自
己」

以
外
の
も
の
は
認
め
て
は
い
な
い
。

漱
石
が
明
治

四
十
二
年
四
月
十
一

日
の
日
記
に
こ
う
書
い
て
い
る
。

「．．．．．．
 塩
原
が
訴
へ
る
と
か
騒
い
で
居
る
と
い
つ
て
高
田
と
兄
が
来

る
。
（
略）

自
分
は
自
分
の
権
利
を
保
持
す
る
為
に
産
を
傾
く
る
も
僻

せ
ず。
」
（
「
漱
石
全
集」

第
十
三
巻）

塩
原
は
漱
石
の
幼
少
年
時
代
の
養
父
で
あ
る。

こ
こ
に
杏
い
て
あ
る
の
は

暗
い
家
庭
事
情
の
葛
藤
で
あ
る
が、

こ
こ
に
現
れ
て
い
る
自
我
の
踪
践
を
侵
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さ
れ
ま
い
と
す
る
漱
石
の
闘
志
の
強
さ
は
凄
ま
じ
い
も
の
で
あ
る。
自
分
の

権
利、
自
我
の
雑
歎
を
守
る
た
め
に
全
財
産
を
傾
け
て
も
僻
し
ま
い
と
い
う。

「
産
を
傾
く
る
も
辞
せ
ず」
と
い
う
言
菜
を
追
及
す
れ
ば、
即
ち、
自
分
の

権
利、
自
我
の
葬
厳
を
守
る
た
め
に
漱
石
は
全
財
産

�
分
の
生
存
す
る

た
め
の
基
盤、
手
段
を
す
て
る
こ
と
ま
で
も
恐
れ
な
い。
「
わ
が
意
志
の
発

展」
を
生
き
抜
く
と
こ
ろ
だ
け
に
生
き
が
い
を
賭
け
て
い
る
と
い
う
漱
石
の

固
い
意
志
が
こ
の
事
件
に
強
く
現
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う。
こ

の
事
件
の
他
に、
次
の
有
名
な
栂
士
号
辞
退
事
件
も
強
烈
に
漱
石
の
自
意
識

を
表
わ
し
て
い
る
と
思
う。

．

明
治
四
十
四
年
二
月
二
十
日
夜
十
時
ご
ろ、
突
然
「
明
日
午
前
十
時
に
学

位
を
授
与
す
る
か
ら
文
部
省
へ
出
頭
し
ろ」
と
い
う
文
部
省
の
通
知
が
来
た。

本
人
の
意
見
を
邸
敬
せ
ず、
勝
手
に
決
め
る
文
部
省
の
こ
の
官
僚
的
な
作
風

に
憤
慨
を
感
じ
た
漱
石
が
翌
日
朝、
出
席
で
き
な
い
よ
う
に、
砲
話
で
文
部

省
に
拒
絶
し
た。
そ
し
て、
そ
の
夕
方、
直
ち
に
文
部
省
に
博
士
号
を
辞
退

す
る
手
紙
を
出
し
た。
と
こ
ろ
が、
漱
石
の
博
士
号
辞
退
に
対
し
て、
文
部

省
は
「
勅
令」
の
神
型
を
傘
に
辞
退
を
認
め
な
い。
漱
石
は
文
部
省
の
官
僚

的
な
威
信
主
義
に
対
し
て、．
憤
然
と
し
て、
自
分
の
怒
り
を
ぶ
っ
つ
け
る。

・

「

先
例
に
照
し
て
見
た
ら
嬰
人
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が、
段
々
偕

人
々
々
の
自
党
が
日
増
に
発
展
す
る
人
文
の
趨
勢
か
ら
察
す
る
と、
是

か
ら
先
も
私
と
同
様
に
学
位
を
断
る
人
が
大
分
出
て
来
る
だ
ら
う
と
思

ひ
ま
す。
（
略）
岱
局
者
も
亦
是
等
未
来
の
学
者
の
迷
惑
を
諒
と
し
て、

成
る
べ
く
其
人
々
の
自
由
意
志
通
り
便
宜
な
取
計
を
さ
れ
た
い
も
の
と

考
へ
ま
す。
（
略）
夫
ぢ
や
学
位
を
や
る
ぞ、
へ
い、
学
位
を
取
上
げ

る
ぞ、
へ
い、
と
云
ふ
丈
で、
此
方
は
丸
で
玩
具
同
様
に
見
倣
さ
れ
て

ゐ
る
か
の
観
が
あ
り
ま
す。」
（「
拇
士
問
題
の
成
行」

「
漱
石
全
集」

第
十
六
巻）

文
部
省
の
官
僚
と
撒
底
的
に
対
抗
す
る
こ
の
戦
い
は
結
局
文
部
省
官
僚
の

敗
北、
漱
石
の
勝
利
で、
終
わ
り
を
告
げ
た。

文
部
省
は
漱
石
の
出
世
に
深
く、
そ
し
て、
直
接
に
関
わ
っ
て
い
る
権
力

槻
関
で
あ
る、
文
学
拇
士
号
は
独
特
の
日
本
の
文
科
の
学
位
授
与
制
度
で、

授
与
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
文
学
者
が
非
常
に
希
有
で
あ
る。
そ
れ
故
に、

日
本
の
文
学
者
に
と
っ
て、
博
士
号
授
与
は
最
高
の
名
誉
と
も
言
え
る。
そ

う
か
と
言っ
て、
学
位
を
授
与
す
る
時
の
文
部
省
は
非
常
に
官
僚
的
で、
権

威
主
義
的
で
あ
っ
た。
学
者
文
人
の
位
打
ち
を
勝
手
に
決
め
る、
ま
た、
本

人
の
意
志
を
無
視
し
て、
そ
れ
を
強
引
的
に
本
人
に
押
し
つ
け
る。
そ
の
出

す
ぎ
た
権
力
の
横
暴
と
軽
率
は
学
者
文
人
の
意
志
を
跨
み
に
じ
る
行
動
に
ほ

か
な
ら
な
い。
漱
石
は
こ
の
よ
う
な
権
威
を
板
り
回
す
辰
為
権
力
機

関ー—'

文
部
省
と
真
正
面
に
対
抗
し
て、
最
後
ま
で
戦
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ。
名
誉

を
拾
て
て
も、
出
批
の
最
善
の
機
会
を
捨
て
て
も、
自
己
の
郡
設
を
守
る
と

い
う
漱
石
の
強
烈
な
自
意
識
は
こ
の
よ
う
に
し
て、
旭
士
号
辞
退
事
件
の
中

に
逍
憾
な
く
発
揮
し
た。

右
に、
漱
石
の
個
人
主
義
に
お
け
る
自
意
滋
に
つ
い
て
考
察
し
た。
こ
の

（
二）

漱
石
の
個
人
主
義
に
お
け
る
高
い
儒
教
的
倫
理
観
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節
で
は、
漱
石
の
個
人
主
義
を
築
い
た
二
つ
元
素
の
も
う一
っ
元

索ーー
僻

・
教
的
倫
理
観
を
検
討
し
て
み
た
い。

漱
石
は
「
こ
こ
ろ」
に
こ
う
語っ
て
い
る。

可心
は
倫
理
的
に
生
れ
た
男
で
す。
ま
た
倫
理
的
に
育
て
ら
れ
た
男

で
す。
そ
の
倫
理
上
の
考
は、
今
の
若
い
人
と
大
分
述
っ
た
所
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん。」
（「
漱
石
全
集」

第
六
巻）

こ
こ
に
漱
石
の
語
っ
て
い
る
「
今
の
若
い
人
と
大
分
述
っ
た
所
が
あ
る」

倫
理
は
束
洋
の
怖
教
的
倫
理
で
あ
る。

漱
石
は一
八
六
七
年
二
月
九
日
に
生
ま
れ
た。
即
ち、
明
治
改
元
の
前
年

で
あ
っ
た。

漱
石
が
生
活
し
て
い
た
明
治
時
代
は
維
新
面
で
は、
世
界
が
鵞
異
と
さ
れ

る
程
な
急
速
な
近
代
化
を
為
し
遂
げ
た、
そ
れ
と
同
時
に、
明
治
維
新
が
ま

た
明
治
復
古
と
も
呼
ば
れ
て
い
る。
復
古
面
に
お
い
て
は、
日
本
史
上
に
も

例
の
な
い
程、
堅
固
な
天
皇
絶
対
制
を
確
立
し
た。
西
洋
で
三
百
年
で
築
か

れ
た
演
本
主
義
体
制
は
四
十
年
で
出
来
上
が
っ
た
日
本
の
資
本
主
義
は
封
建

勢
力
を
破
壊
す
る
の
で
は
な
く、
そ
れ
と
野
合
し
な
が
ら、
発
展
し
て
き
た

も
の
で
あ
る。
日
本
の
開
化
も
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
内
発
的
に
進
ん
で
き
た

閾
化
と
は
断
厨
を
持
っ
た
外
発
的
開
化
で
あ
る。
自
ら
誕
生
し、
成
熟
し、

煽
熟
し
た
結
果
退
廃
し、
次
の
新
し
い
物
に
取
っ
て
変
わ
る
と
い
っ
た
継
統

も
な
け
れ
ば、
開
化
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
を
頗
頗
に
踏
ん
で
通
る
余
裕
も
な

か
っ
た。
産
業、
生
活
水
準、
経
済
と
い
っ
た
物
質
の
方
面
に
お
い
て、
激

し
い
変
化
を
見
せ
た
が、
人
倫
関
係、
迫
徳
範
囲、
思
想
精
神
の
面
で
は、

西
洋
近
代
思
想
の
影
堀
が
大
き
い
と
は
い
え
る
が、
本
質
に
は
や
は
り、
江

戸
雖
府
瑞
体
制
を
支
え
て
き
た
朱
子
学
即
ち
個
教
的
思
想
が
主
流
を
占
め
て

い
る。
漱
石
が
こ
の
よ
う
な
時
代
に
生
ま
れ、
又、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
青

少
年
期
を
過
ご
し
た。

十
二
歳
の
こ
ろ、
漱
石
は一
桧
の
東
京
府
第一
中
学
校
を
退
学
し
て、
三

烏
中
洲
の
二
松
学
舎
に
転
じ
て、
漢
学
を
学
ん
だ。
二
松
学
舎
で、
漱
石
の

高
い
淡
文
学
の
教
焚
を
蓑っ
た
上
に
ま
た、
漱
石
の
梱
教
的
倫
理
観
を
育
て

た
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う。

佐
古
純一
郎
氏
が
二
松
学
舎
の
教
科
内
容
（
漱
石
が
学
ん
だ
こ
ろ）
次
の

よ
う
に
掲
げ
て
い
る。

「
三
級
第
三
課
日
本
外
史、
日
本
政
記、
十
八
史
略、
国
史
略、
小
学。

三
級
第
二
謀
蜻
献
遺
言、
梨
求、
文
章
軌
範。

‘

三
級
第一
腺
庖
詩
選、
皇
朝
史
略、
古
文
真
宝、
復
文。

二
級
第
三
課
孟
子、
史
記、
文
章
軌
範、
三
体
詩、
論
語。

二
級
第
二
課
論
詣、
唐
宋
八
家
文、
前
後
漢
書。

二
級
第一
課
春
秋
左
氏
伝、
孝
経、
大
学。

一
級
第
三
課
戟
非
子、
国
語、
戦
国、
中
府、
荘
子。

ー
級
第
二
課
詩
経、，
孫
子、
文
選、
荘
子、
柑
経、
近
思
録、
荀
子。

一
級
第一
牒
周
易、
礼
記、
老
子、
屈
子、
明
律、
令
義
解。
（
佐
古

純一
郎
「
漱
石
の
漢
詩
文」
『^
請
座
夏
目
淑
石」
第
二
巻
所
収

有
斐

閣
右
に
上
げ
た
漱
石
が
二
松
学
舎
で
学
ん
だ
教
科
内
容
に
示
さ
れ
た
よ
う
に、

- 227-



老
荘
の
道
家
の
思
想、

韓
非
子
ら
の
法
家
の
思
想、

特
に
孔
子、

孟
子
の
偏

教
の
思
想、

日
本
慨
教
思
想
が
こ
の
教
科
内
容
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。

当
然、

こ
の
教
科
内
容
に
沿
ち
て
い
る
の
は
孔
子
の
仁、

孟
子
の
仁
義、

礼
智、

滋

仲
舒
の
侶
な
ど
の
循
教
倫
理、

道、

敬、
．
誠、

至
誠、

従
悟
な
ど
の
日
本
備

教
倫
理
で
あ
る
。

少
年
時
代
に
二
松
学
舎
で
受
け
た
こ
の
よ
う
な
東
洋
の
伝

就
的
佃
教
の
倫
理
道
徳
の
教
育
は
漱
石
の
偕
教
的
倫
理
観
の
形
成
に
決
定
的

な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る。

．

漱
石
は
「
私
の
個
人
主
義」

に
個
人
主
義
の
主
な
内
容
を
ま
と
め
た
あ
と
、

次
の
よ
う
に
述
ぺ

て
い
る
。

・

「
品
を
外
の
甘
葉
で
言
ひ
直
す
と、

荀
し
く
も
倫
理
的
に、

あ
る
程
度

の
修
養
を
積
ん
だ
人
で
な
け
れ
ば、

個
性
を
発
展
す
る
価
伯
も
な
し、

権
力
を
使
ふ
価
値
も
な
し、

又
金
力
を
使
ふ
価
値
も
な
い
と
い
ふ
事
に

な
る
の
で
す。

そ
れ
を
も
う
一

遥
云
ひ
換
へ
る
と、

此
三
者
を
自
由
に

卒
け
楽
し
む
た
め
に
は、

其
三
つ
の
も
の
の
背
後
に
あ
る
ぺ
き
人
格
の

支
配
を
受
け
る
必
要
が
起
つ
て
来
る
と
い
ふ
の
で
す。
」
（
「
漱
石
全
集」

第
十
一

巻）

．

こ
れ
は
即
ち、

漱
石
の
い
わ
ゆ
る
「
徳
義
心
の
高
い
個
人
主
義」

で
あ
る
。

漱
石
の
こ
の
個
人
主
義
は
個
性
を
発
展
す
る
と
同
時
に
必
ず、
「
倫
理
的
に、

あ
る
程
度
の
修
養」

と
「
人
格
の
支
配」

が
伴
っ
て
い
る
。

漱
石
の
云
っ
た

よ
う
な
「
徳
義
心」
「
道
義」
「
人
格」

を
考
察
す
れ
ば
、

そ
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
内
容
は
す
べ
て
東
洋
の
描
教
的
倫
理
道
徳
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
次

の
例
か
ら
判
断
で
き
る
。

漱
石
は
「
彼
岸
過
迄」

に
附
さ
れ
た
緒
雪
の
冒
頭

に
読
者
に
次
の
よ
う
に
話
っ
て
い
る
。

「
（
略）

長
い
間
抑
へ
ら
れ
た
も
の
が
仲
ぴ
る
時
の
楽
よ
り
は、

背

中
に
脊
負
さ
れ
た
義
務
を
片
附
け
る
時
機
が
来
た
と
い
ふ
意
味
で
先
何

よ
り
も
婚
し
か
っ
た。

け
れ
ど
も
長
い
rJJ
槌
り
出
し
て
箆
い
た
此
の
義

務
を、

何
う
し
た
ら
例
よ
り
も
手
際
よ
く
遺
て
退
け
ら
れ
る
だ
ら
う
か

と
考
へ
る
と、

又
新
ら
し
い
苦
痛
を
感
ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

久
し
振
り
だ
か
ら
成
る
ぺ
く
面
白
も
の
を
得
か
な
け
れ
ば
済
ま
な
い

と
い
ふ
気
が
い
く
ら
か
あ
る。

そ
れ
に
自
分
の
飽
康
状
態
や
ら
其
の
他

の
事
梢
に
対
し
て
寛
容
の
精
神
に
充
ち
た
取
り
扱
ひ
方
を
し
て
呉
れ
た

社
友
の
好
意
だ
の、

又
自
分
の
密
く
も
の
を
毎
日
日
謀
の
や
う
に
し
て

読
ん
で
呉
れ
る
既
者
の
好
意
だ
の
に、

酬
い
な
く
て
は
済
ま
な
い
と
い

ふ
心
持
が
大
分
附
け
加
は
つ
て
来
る。
（
略）

今
度
こ
そ
は
長
い
間
休

ん
だ
挫
合
せ
を
す
る
積
で
あ
る
と
公
言
す
る
勇
気
が
出
な
い
。

そ
こ
に

一

種
の
苦
痛
が
浴
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。」
（
「
彼
岸
過
迄
に
就
て」

「
漱
石
全
集」

第
五
巻）

「
彼
岸
過
迄
に
就
て
」

を
発
表
し
た
の
は
明
治
四
十
五
年
一

月
一

B
で
あ

る
の
で、
「
修
善
寺
の
大
患」

で、

命
を
拾
っ
て、

健
康
が
極
め
て
虚
弱
な

時
期
で
あ
る
。

し
か
し、

漱
石
を
苦
痛
に
す
る
の
は
命
に
関
わ
る
弱
い
他
康

状
態
で
は
な
く、
「
自
分
の
他
康
状
態
や
ら
其
の
他
の
事
情
に
対
し
て
究
容

の
精
神
に
充
ち
た
取
扱
ひ
方
を
し
て
社
友
の
好
意」

と
「
自
分
の
也
く
も
の，

を
毎
日
日
課
の
や
う
に
し
て
読
ん
で
呉
れ
る
脱
者
の
好
意」

で
あ
る
。

社
友

と
読
者
の
好
意
か
ら
漱
石
は
一

種
の
恩
を
祓
っ
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ず
に
は
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い
ら
れ
な
い。
「
何
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た」
の
は
そ
れ
を
返
せ、
「
義
務
を
片

附
る
時
機」
で
あ
る。
け
れ
ど
も、
「
此
の
義
務
を
何
う
し
た
ら
例
よ
り
手

際
よ
く
造
て
退
け
ら
れ
る
だ
ら
う
か
と
考
へ
る
と、
又
新
し
い
苦
痛
を
感
ぜ

ず
に
は
居
ら
れ
な
い」
こ
う
し
て、
社
友
と
読
者
の
好
意
へ
の
返
し
は
「
毅

務」
と
な
っ
て、
漱
石
の
内
面
を
圧
迫
す
る。
他
者
を
前
に
し
て、
何
よ
り

も
先
に
漱
石
が
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
は
義
務、
義
理、
爽
任
と
い
う

ょ
う
な
も
の
で
あ
る。
漱
石
自
身
の
心
情
の
苦
術
と
快
楽
も、
そ
れ
に
よ
っ

て、
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
親
愛、
恩
顧、
恩
返
し
と
い
っ
た
よ
う

な
情
緒
的
傾
向
は
東
洋
人
の
息
惟
の一
っ
の
特
徴
と
さ
れ、
束
洋
の
人
倫
関

係
に
お
い
て
も、
古
来
強
か
っ
た。
こ
の
よ
う
な
倫
理
観
は
漱
石
の
内
而
に

焼
き
つ
い
て
離
れ
な
い
ほ
ど
深
く
植
え
つ
け
ら
れ、
他
者
と
対
応
す
る
時
に

無
形
の
重
圧
と
なっ
て、
漱
石
を
規
制
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
右
の
例
か

ら
判
断
で
き
る。

漱
石
の
自
伝
小
説

F翌早」
の
健
三
は
頗
る
冷
淡
な
関
係
に
い
る
細
君
の

父
親
の
た
め
に、
裕
福
で
な
い
に
も
拘
ら
ず、
大
い
に
奔
走
し
て、
四
百
円

と
い
う
大
き
な
金
額
ま
で
を
工
面
し
た。
次
は
そ
の
例
か
ら、
漱
石
に
お
け

る
高
い
僻
教
的
伯
理
観
を
検
討
し
て
み
る。

健
三
は
抒
段
細
君
の
父
と
の
関
係
は
好
ま
し
く
な
い
が、
細
君
の
父
が
甜

者
と
し＇
て
自
分
の
前
に
出
現
す
る
時、
「
す
ぐ
同
じ
眼
で
同
じ
境
遇
に
お
か

れ
た
自
分
を
想
像
し
な
い
訳
に
行
か
な
か
っ
た」。
健
三
は
未
来
に
お
け
る

自
己
の
安
全
の
た
め
に
捺
印
で
き
な
い。
し
か
し、
「
こ
の
場
合
断
然
巡
印

を
拒
絶
す
る
の
は、
彼
に
取
っ
て
如
何
に
も
無
情
で、
冷
刻
で、
心
苦
し
か
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っ
た」。
こ
の
高
い
倫
理
観
で、
彼
の
心
に
責
任
の
荷
を
背
負
わ
ず
に
は
い

ら
な
い。
そ
し
て、・
「
彼
は
そ
れ
を
果
た
す
た
め
に
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た」。
こ
う
し
て
他
三
は
こ
の
高
い
倫
理
観
に
追
わ
れ
て、
自
意
微
と

ま
っ
た
く
正
反
対
の
方
向
へ
や
む
を
え
ず
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
相
手

の
た
め
に、
自
己
を
抑
圧
し
て、
相
手
と一
体
化
す
る
こ
と
で、
は
じ
め
て、

そ
の
人
間
存
在
の
価
値
を
得
ら
れ
る。
こ
れ
は
東
洋
の
OO
教
的
倫
理
道
徳
の

出
発
点
で
も
あ
り、
ま
た
到
達
点
で
も
あ
る。
こ
の
よ
う
な
僻
教
的
倫
理
観

は
漱
石
の
生
命
に
溶
け
込
ん
で
い
る。
こ
の
高
い
術
教
的
倫
理
観
は
己
の
内

界
に
向
か
っ
た
時、
自
己
へ
の
苛
酷
な
ほ
ど
の
良
心
と
な
っ
て、
漱
石
の
気

品
の
高
い
人

格を
築
き
上
げ
る。
漱
石
は
倫
理
的
に
人
格
的
に
極
め
て
潔
癖

で
あ
る
と
い
う
の
が
非
常
に
有
名
で
あ
る。

漱
石
は
倫
理
と
人
格
に
つ
い
て、
「
野
分
j

に
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る。

「
天
下一
人
の
公
正
な
る
人
格
を
失
ふ
と
き、
天
下一
段
の
光
明
を

失
ふ。
（
硲）
わ
れ
は
此
人
格
を

維持
せ
ん
が
為
め
生
ま
れ
た
る
の
外、

人
生
に
於
て
何
等
の
意
義
を
も
認
め
得
ぬ。
（
略)

|ー＃～
が
今
の
迫

也
の
信
念
で
あ
る。」
（「
漱
石
全
集
j

第
二
巻）

人
格
を
維
持
す
る
た
め
に
こ
の
世
を
生
き
て
い
る。
人
生
に
お
い
て、
人

格
の
ほ
か
に
何
の
意
義
も
認
め
得
な
い
と
い
う
の
は
汰
石
の
信
念
で
あ
る。

そ
う
す
れ
ば、
漱
石
の
意
識
に
は
倫
理
と
人
格
が
最
高
の
位
囮
を
占
め
て
い

る
と
云
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う。
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漱
石
の
個
人
主
義
の
致
命
傷

漱
石
は
「
わ
れ
は
生
を
享
く。

生
を
享
く
と
は、

わ
が
意
志
の
発
展
を
意

昧
す
る
以
外
に
何
ら
の
価
値
な
き
も
の
な
り・・・'
:」
(「
漱
石
全
集」

第
十

三
巻）

と
述
ぺ
た、

ま
た
同
時
に
「
わ
れ
は
此
人
格
を
維
持
せ
ん
が
為
め
生

ま
れ
た
る
の
外、

人
生
に
於
て
何
等
の
意
義
を
も
認
め
得
ぬ。」
（「
野
分」

「
漱
石
全
集」

第
二
巻）

と
宣
言
し
た。

第
一
、

二
章
に
既
に
論
じ
た
よ

う
に、

こ
こ
の
「
わ
が
意
志
の
発
展」

即
ち
漱
石
の
個
人
主
義
に
お
け
る
強

烈
な
自
意
識
は
「
自
己
本
位」

で
あ
り、

こ
こ
の
「
人
格」

郎
ち
漱
石
の
個

．
人
主
義
に
お
け
る
高
い
僻
教
的
倫
理
観
は
「
他
人
本
位」

で
あ
る。

漱
石
の

個
人
主
義
を
築
い
た
こ
の
二
つ
の
基
本
元
素
は
実
は
油
と
水
の
よ
う
な
相
容

れ
な
い
矛
盾
で
あ
る。

漱
石
は
自
分
の
個
人
主
義
に
学
ん
で
い
る
こ
の
巨
大

な
矛
盾
を
統
一
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か。

次
の
例
を
見
て
み
よ
う。

「
そ
れ
か
ら」

の
代
助
は
三
年
前
友
人
へ
の
義
侠
心
で、

恋
人
三
干
代
を

友
人
平
岡
に
譲
っ
た。

義
侠
心
と
い
う
儒
教
的
倫
理
道
徳
に
従
っ
た
が、

人

間
内
面
の
自
然
に
背
い
た
代
助
に
「
自
然」

は
ど
の
よ
う
な
「
結
呆」

を
与

え
た
の
で
あ
ろ
う
か。

厭
枇
的、

空
虚
な
心、
「
自
己
の
生
活
力
の
不
足」
へ
の
痛
感、
「
た
だ
一

人
荒
野
の
中
に
立
っ
た」

よ
う
な
孤
独
感
で
あ
る。
こ
の
よ
う
な
生
活
に
忍

耐
し
得
な
く
な
っ
た
代
助
を
救
え
る
道
を
漱
石
が
一
っ
だ
け
与
え
た。

「
や
っ
ば
り、

三
干
代
さ
ん
に
逢
は
な
く
ち
ゃ
い
か
ん」
と
漱
石
が
臼
い
た。

友
人
平
岡
か
ら
恋
人
三
千
代
を
奪
っ
て、
「
自
然」

に
帰
る
よ
う
に
漱
石
は

代
助
に
行
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る。
「
自
然
の
背」

に
舟
っ

た
代
助
は
再
現
の
昔
に
一

時
的
に
「
凡
て
が
幸
で
あ
っ
た」。

然
し
「
こ
の

一

刻
の
幸
か
ら
生
ず
る」
「
苦
痛」

は
永
久
に
続
い
て
い
く
と
漱
石
が
術
切

に
わ
れ
わ
れ
に
教
え
た。

代
助
は
肉
親
と
批
間
に
捨
て
ら
れ、

裕
福
な
経
済

保
隙
が
失
わ
れ、

途
方
に
暮
れ、

恋
人
三
干
代
も
死
骸
と
し
か
見
え
な
く
な

る。

漱
石
は
「
あ
ら
ゆ
る
神
聖
な
労
力
は
み
ん
な
バ
ン
を
雌
れ
る」
と
思
い

続
け
て
き
た
代
助
に、
「
門
野
さ
ん、

僕
は
一
寸
駁
業
を
探
し
て
来
る」

と

い
う
悲
惨
な
科
白
を
云
わ
せ
て、

彼
を
精
神
錯
乱
に
追
い
込
む。

「
そ
れ
か
ら」

の
代
助
と
三
千
代
が
不
倫
の
恋
の
炎
に
焼
か
れ
た
後
の
姿

を
漱
石
は
「
門』

の
宗
助
と
御
米
で
表
し
て
い
る。

宗
助
は
友
人
安
井
か
ら

御
米
を
奪
っ
て、

二
人
の
問
に
愛
が
成
立
し
た
が、

こ
の
愛
が
も
た
ら
し
た

罪
意
識
は
幽
霊
の
よ
う
に
生
涯
宗
助
夫
婦
を
脅
か
し
て
い
く。

曾
て
明
る
か
っ
た
宗
助
は
凡
て
に
対
し
て、
「
如
何
に
も
詰
ま
ら
な
く
感

ぜ
ら
れ」

て、

厭
世
的
に
な
り、

倦
怠
的
に
な
っ
た。

精
神
衰
蒻
の
結
呆、

だ
れ
か
の
説
明
を
聞
い
て
も
「
ぽ
ん
や
り
し
て
と
か
く
の
返
事
が
容
易
に

出」

な
い、
「
昔
の
や
う
に
様
敏
で
明
快
な
判
断
を
す
ぐ
作
り
上
げ
る
頭
が

失
く
な
っ
た」
「
時
日
の
割
に
は
非
常
に
烈
し
く
米
た
こ
の
変
化
が
自
分
に

も
恐
ろ
し
く
映
っ
た。」

御
米
は
三
度
子
供
を
生
ん
だ、

然
し一＿一
度
と
も
子
供
を
失
っ
た。

漱
石
は

次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る。

亡
く
な
っ
た
子
供
の
「
小
さ
い
位
牌
を、

眼
に
見
え
な
い
因
呆
の
糸

を
長
く
引
い
て
互
に
結
ぴ
付
け
た。
（
略）

御
米
は
広
島
と
福
岡
と
束
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づ
つ

京
に
残
る
一
っ
究
の
記
憶
の
底
に、

動
か
し
が
た
い
迎
命
の
股
か
な

支
配
を
認
め
て、

其
賎
か
な
支
配
の
下
に
立
つ、

幾
月
日
の
自
分
を、

不
思
議
に
も
同
じ
不
幸
を
繰
り
返
す
べ
く
作
ら
れ
た
母
で
あ
る
と
観
じ

た
時、

時
な
ら
ぬ
呪
咀
の
声
を
耳
の
傍
に
聞
い
た。
（
略）

彼
女
の
鼓

膜
は
此
呪
咀
の
声
で
殆
ん
ど
絶
え
ず
嗚
つ
て
ゐ
た
。」
（
「
門
j

石
全
集
j

第
四
巻）

こ
の
よ
う
な
二
人
は
「
幽
霊
の
よ
う
な
思
を
ど
こ
か
に
抱
か
し
め
た」。

彼
ら
自
己
の
心
の
あ
る
部
分
に、
「
人
に
見
え
な
い
結
核
性
の
恐
ろ
し
い
も

の
が
潜
ん
で
い
る
の
を」

自
覚
し
な
が
ら、

生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

こ
の
幸
福
の
代
価
と
し
て、

彼
ら
は
「
自
然
が
彼
ら
の
前
に
も

た
ら
し
た
恐
る
べ
き
復
誓
の
下
に
戦
き
な
が
ら
膝
ま
づ
」

か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
「
彼
ら
は
鞭
た
れ
つ
つ
死
に
赴
く
も
の
で
あ
っ
た。
J

次
は
「
こ
こ
ろ」

の
先
生
の
例
を
挙
げ
て
み
る。

「
こ
こ
ろ
j

の
先
生
と
友
人
K
二
人
と
も
家
主
の
娘、

お
嬢
さ
ん
を
愛
し

て
い
た。

自
分
の
心
を
先
生
に
打
ち
明
け
た
K
に
先
生
が
策
略
を
施
し
て、

K
よ
り
一

歩
先
に
お
嬢
さ
ん
を
手
に
入
れ
た
。

そ
の
こ
と
で、

K
は
自
殺
に

追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
事
件
に
而
し
て
い
る
先
生
に
は、
「
永
久

に
暗
い
夜
が
続
く
の
で
は
な
か
ら
う
か」

と
漱
石
が
描
い
て
い
る
。

こ
の
先

生
の
内
面
へ
の
恐
れ
る
ぺ
き
復
誓
は
時
々
刻
々
々
起
こ
っ
て
い
る。

「
私
は
た
だ
人
間
の
罪
と
い
ふ
も
の
を
深
く
感
じ
た
の
で
す。

其
感

じ
が
私
を
K
の
墓
へ
毎
月
行
か
せ
ま
す。

其
感
じ
が
私
に
要
の
母
の
看

護
を
さ
せ
ま
す。

さ
う
し
て
其
感
じ
が
要
に
優
し
く
し
て
遣
れ
と
私
に

H

漱

命
じ
ま
す。

私
は
其
感
じ
の
た
め
に、

知
ら
な
い
路
傍
の
人
か
ら
殿
た

れ
た
い
と
ま
で
思
っ
た
事
も
あ
り
ま
す。

斯
う
し
た
階
段
を
段
々
経
過

し
て
行
く
う
ち
に、

人
に
鞭
た
れ
る
よ
り
も、

自
分
で
自
分
を
鞭
つ
可

き
だ
と
い
ふ
気
に
な
り
ま
す。

自
分
で
自
分
を
鞭
つ
よ
り
も、

自
分
で

自
分
を
殺
す
ぺ
き
だ
と
い
ふ
考
が
起
り
ま
す。

私
は
仕
方
が
な
い
か
ら、

死
ん
だ
気
で
生
き
て
行
か
う
と
決
心
し
ま
し
た。
」
（
「
こ
こ
ろ
j

「
漱
石
全
集
J

第
六
巻）

死
ん
だ
気
で
十
数
年
生
き
て
き
た
先
生
は、

と
う
と
う、

こ
の
深
い
罪
悪

感
に
耐
え
ら
れ
ず
に、

遂
に
自
ら
自
分
の
命
を
終
え
て
し
ま
っ
た。

右
に
あ
げ
た
漱
石
の
徳
義
心
の
高
い
個
人
主
義
か
ら
生
じ
た
悲
劇
の
例
に

示
さ
れ
た
よ
う
に、

作
品
前
半
の
代
助
の
よ
う
に、

茄
い
佃
教
的
倫
理
観
に

従
え
ば、

強
烈
な
自
意
識
か
ら
来
た
解
脱
の
出
来
な
い
重
い
精
神
的
な
圧
迫

を
背
負
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し、
「
自
然」

に
従
っ
て、
「
自
己
本
位
」

を
悩
底
的
に
実
行
す
れ
ば、

社
会、

世
間
と
い
う
弛
力
な
墜
に
ぶ
つ
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
は
な
く、

高
い
倫
理
観
か
ら
来
た
罪
意
識
に
も、

罰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
の
た
め
に、
ア
そ
れ
か
ら
j

の
代
助
は
精
神

錯
乱
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う。
「
門」

の
宗
助
夫
婦
は
生
涯
に
わ
た
っ
て、

「
結
核
性
の
様
な
恐
ろ
し
い
も
の
」

に
衿
か
さ
れ
る。
「
こ
こ
ろ
j

の
先
生

は
自
殺
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
死
ぬ
か、

気
が
途
ふ
か、

そ
れ
で
な
け
れ
ば
宗
教
に
入
る
か
。

侠
の
前

途
に
は
こ
の
三
つ
の
も
の
し
か
な
い
」
（
「
漱
石
全
集」

第
五
巻）

と
「
行

人」

の
一

郎
が
言
う。

こ
れ
は
一

郎
の
前
途
で
も
あ
り、

ま
た、

漱
石
の
徳
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毅
心
の
高
い
個
人
主
義
の
前
途
で
も
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う。

漱
石

の
個
人
主
義
に
お
け
る
自
己
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
弛
烈
な
自
意
識
と
自

己
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
窃
い
慨
教
的
倫
理
観
が
二
つ
の
巨
大
な
力
の
よ

う
に、
ま
っ
た
く
反
対
の
方
向
か
ら
個
人
主
義
を
実
行
す
る
漱
石
を
引
き
裂

い
て
し
ま
う。

漱
石
が
自
分
を
佃
人
主
義
の
ま
な
板
に
釆
せ
て、
時
に
は
自

意
微
の
刀
に
切
ら
れ、
時
に
は
ま
た
僻
教
的
倫
理
観
の
刀
に
切
ら
れ
る。
漱

石
の
侶
人
主
義
は
漱
石
の
す
ぺ
て
の
悲
劇
の
根
本
的
所
在
で
も
あ
り、

漱
石

の
自
己
破
滅
の
致

命侶
で
も
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う。
「
こ
こ
ろ
j

を
境
と
し
て、
そ
れ
以
後
の
漱
石
は、
こ
の
個
人
主
義
か
ら
陸
れ
て、
大
釆

．
仏
教
に
近
い
よ
う
な

宗教
的
境
地
か
ら、
救
い
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く。
こ
の
境
地
は
即
ち
「
則
天
去
私」
の
境
地
で
あ
る。
こ
の
「
則
天
去

私」
に
つ
い
て、
こ
こ
で
は、

論
ず
る
ぺ
き
で
は
あ
る
が、

紙
幅
の
関
係
で

割
愛
し
た。

＾
付

記〉

漱
石
作
品
の
引
用
は
岩
波
版
漱
石
全
集
（
全
十
七
集）
に
よ
る。

（
奈
且
女
子
大
学大
学
院
人
間
文
化
研
究
科）
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